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期になるとはじめて、リアムエーン 5)（1906 ～ 63）の『我等が大地』（Phaendin khong rao、
1932）、マーイ・ムアンドゥーム（1905 ～ 42）の『傷あと』（Phlae kao、1936）、マナット・チャ






がこぞってタイの農村を描いた。シーブーラパーの『また会う日まで』（Con kwa rao ca phop 











色の脚の蛙』（Khiat kha kham、1958）、『借金百姓』（Chaorai bia）、『偽医者』（Mo thun）7) な
どを書いたラーオ・カムホーム（1930 ～）がそうである。これらの短編において彼は、ごく
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普通の農民の生活と思考回路を、読者の安易な同情を寄せつけない非情なまでのタッチで描写
した。









（Soi thong、1975）、カムマーン・コンカイ（1937 ～）の『田舎の教師』（Kru bannok、1978）、













展が軌道に乗り、一人当たり GDP は 1988 年に 1120 ドルに達した。それに平行するように農










　ドークマーイ・ソットは 20 歳前後から小説の習作をはじめ、1929 年の 6 月に新聞『カセー
ム紙』に連載した『彼女の敵』（Sattru khon cao lon）で作家としてのスタートをきっている。
約20年間の作家生活で13の長編、20の短編のほかに脚本1点を書いた。代表作は『旧い業』（Kam 
kao、1932）、『三人の男』（Sam chai、1933）、『百中の一つ』（Nung nai roi、1934）、『高貴の
人』（Phu di、1937）、『これぞ世の中』（Ni lae lok、1950）などいずれも長編である。その他に、
1949 年に執筆をはじめたものの、病気療養や結婚して外交官夫人となるなど多忙を極めたこ





















1947 年の 2 月に完成したのだが、そのころから彼女の健康は損なわれ始めていた。初めは肺








































ン駅 9) を出発した汽車は、18:55 時に、ある川に接した駅のホームにすべりこんだ」［Dokmai 



































日は日曜日だった。ソムチットは 7 時ころ、川にかかる桟橋で洗濯をしていた」［Dokmai Sot 
1947: 17］、「夜中の 12 時ころ、イェーム夫人は柵の中の牛が目を覚ましたような声を聞いた」
［Dokmai Sot 1947: 21］、「午前 4 時を過ぎたころ、イェーム夫人はいつものように食事の支度
をするために起きだした」［Dokmai Sot 1947: 21］といずれもおおまかな時間表記になってい
ることからも分かる。














































	 東京外国語大学論集第 86 号（2013）	 213


















































































［Dokmai Sot 1947: 11］という一句がでてくる。当時のタイの国際関係と社会情勢を知ってい
るタイ人読者であれば、これが連合軍による空襲下で暮らしていたバンコクおよび近郊住民が
置かれていた状況を説明した文であることはすぐに分かる。とくに、一般乗客のほかに兵士や




その次のパラグラフでは、この小説の年代設定が、1945 年 7 月初旬であることが明らかにさ
れている。つまり広島と長崎に原爆が投下され、日本が無条件降伏する 1 ヶ月ほど前のこと
だと分かる。タイのピブーンソンクラーム政権は、41 年 12 月 8 日未明に陸海からタイに進駐
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した日本との間に日タイ同盟を締結し、翌年の 1 月 25 日に英米に宣戦布告した。首都などが
連合軍の爆撃にさらされたのはそういう理由からである。しかしピブーンソンクラーム自身は
44 年に下野し、45 年 10 月には戦犯容疑者として逮捕、拘留されている。「ラッタニヨム」と












































































う語からも読みとることができる。この語はフランス人宣教師 J. P. Pallegoix が 1854 に刊行
した“Dictionarium linguae thai”（『タイ英仏ラテン語辞典』1972 年にリプリント）にも載っ
ていて、英語では、“Citizens, Inhabitants of a kingdom”と訳されている。また、1941 年の
G.B.McFarland による“Thai-English Dictionary”では、“Citizens of a city or town”という訳
語が充てられている。マーニット・マーニットチャルーンの『タイ語辞典』（Photcananukrom 
Thai、1961）には“Phonlamuang”の語義として“Chao muang（市民）、Chao prathet（国




















1)  ドークマーイ・ソットは筆名で、本名は、M.L. ブッパ ・ーニムマーンヘーミン。M.L. は王族の爵号の一つ。
夫はチェンマイ出身の国会議員を勤めた後、インド大使となり、ドークマーイ・ソットも随行した。
2)  本稿で用いたテクストは、オーストラリア作家協会の発行する『SPAN 特集号』に掲載されたものを、
タイ作家協会が編集、再録した『優れた短編作家特集―100 周年を迎えたタイ短篇小説』（Nakkhian 
ruangsan diden- wara khrop 100 pi ruangsan thai, 1985）を用いた。
3)  シーブーラパーは小説を発表する場合にのみ用いた筆名で、政治・社会評論や他のジャンルについて執
筆する時は、本名のクラープ・サーイプラディットを用いた。
4)  「ラッタニヨム」（愛国信条）は 1939 年 6 月 24 日の第 1 号から、42 年 1 月 28 日の第 12 号まで発令された。




こと。第 5 号：タイ国産品の愛用。第 6 号：国歌の改正。第 7 号：国民全てが職業につき、国家建設に
当たる。第 8 号：国王賛歌の改正。第 9 号：タイ語に誇りを持ち、全ての国民が読み書き、話せるよう
にする。第 10 号：公共の場では身なりを整える。第 11 号：日常生活を正しく送る方策。第 12 号：子供、
老人、身障者をいたわるのが文化である。「ラッタニヨム」８愛国信条）とは、上記の信条のほか、ピブー
ンソンクラーム首相がその任期中に掲げた国家主義的な政策全体を指すことが多い。








7)  この 3 作品はいずれも短編で、1958 年発行の短編集『空は遮らず』（Fa bo kan）に収載されている。星
野龍夫による 1988 年の邦訳では『タイ人たち』というタイトルになっている。
8)  『最後の文芸作品』は本人が病没したため、2 章までしかない未完の長編。遺族から著作権を委譲され
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たタイ国立図書館のメーンマート・チャワリットが遺稿を整理し、生前に発表されていた舞台脚本『女
やくざ』（Cao mae sua）と共に刊行した。 
9)  1893 年開通のパークナーム鉄道、97 年開通の官営鉄道の起点からスタートし、バンコク随一の鉄道ター
ミナル駅となった。欧風ドームは 16 年に完成している。
10)  バンコクから北へ約 40 キロの距離にあり、西洋建築や離宮などがある観光地として知られる。
11)  バンコクの北 76 キロにある古都。昔から米の主産地として知られた。











15)  1941 年 12 月 8 日未明、真珠湾攻撃の数時間前に日本軍は陸海からタイに侵攻した。日本の軍事力に抵










































 「70 年代におけるタイ農民運動の展開―タイ農民の政治関与と政治構造―」『アジア経済』第 21 巻第 2 号、
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Cultural codes in a short story
“The Good Citizen” by Dokmai Sot
UDO Seiji
The purpose of this paper is to analyze ‘the code’ in a short story “The Good Citizen” 
(Phonlamuang di, 1947) by modern Thai writer, Dokmai Sot I have focus on ‘the code＇, that is, 
the index to indicator the reader＇s reading. The setting of this story is a farm village in central 
Thailand. This story is unusual from most of her works, because she often tended to draw upper 
class people and their thoughts. 
There are not less Thai modern novel＇s plots that draw about farm villages or peasants, 
however, “The Good Citizen” has several hidden codes that has never seen in other novels. 
These codes expand the possibility of the reader＇s reading. At the same time, these hidden codes 
in this story also show that political and social recognition of Dokmai Sot has changed greatly in 
the transition of era. The change has a potentiality to get over the limit of the same age writers. 
The limit means the tendency to draw moral senses or moralism on the front in many novels.
If we read “The Good Citizen” normally, it will be summarized to the story of failure about a 
cattle thief commotion by urban people who don＇t know rural custom. However, there are several 
hidden codes for readers to read deeply more than that.
Firstly, ‘train’ and ‘cattle’ represent the codes of ‘center’ and ‘periphery＇. In the codes, a 
main character whose name is Mai is the presence to move the space of two, Bangkok and a farm 
village where he evacuated. His values, however, never intersect the values of rural. For example, 
his concept of time is minutes but the flow of time in rural is so slow.
In this story, confrontational codes are also hidden. Those are ‘laws of the country’ and 
‘rules of the village＇. Villagers whose cattle are stolen don＇t complain to the police but pay the 
money to the thief in order to get back his cattle. It is the rule of the village continued for a long 
time. But Mai can＇t understand it because he is a low-class governmental official and trusts the 
laws of the country absolutely. 
Finally, there are the codes of ‘distant war’ and ‘nearby peace＇. In this story, the air raid 
in Bangkok during World War Ⅱ and the patriotic policy (Ratthaniyom) by Phibunsongkhram 
are written as a background. However, characters are not interested in the result of the war 
224	 ドークマーイ・ソットの短編『良き国民』における文化的コード：宇戸　清治
but interested in the peace and quiet of dairy life. Because they consider it as the outsider＇s 
war between the Allied Powers and Japan. In addition, Dokmai Sot satirizes the patriotic policy 
severely in this story. Her attitude is also reflected in the title of “The Good Citizen＂.
